
CURRICULUM VITAE 
 
氏名 長山 智則 
 
住所 東京都文京区本郷 7－3－1 
 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻 
 電話:   +81-3-5841-6144 
 ファックス:  +81-3-5841-7454 
 
職業 東京大学大学院工学系研究科 教授 
 
学歴 
学士 東京大学工学部土木工学科 
 2000 年 3 月 
修士 東京大学大学院工学系研究科社会基盤工学専攻 
 2002 年 3 月 
Ph.D. 米国イリノイ大学アーバナシャンペーン校大学院工学系研究科土木環境

工学専攻 
 2007 年 5 月 
 
受賞歴 
 
フェローシップ 
 Vodafone Graduate Fellowships, 2005/09-2006/07. 
 
受賞  
2022 東京大学工学部 Best Teaching Award 
2022 The Nishino Prize 
2021 工学系研究科長表彰（研究） 
2020 米国土木学会 Moisseiff 賞，“Reproduction of Cable-Stayed Bridge Seismic 

Responses Involving Tower–Girder Pounding and Damage Process Estimation for 
Large Earthquakes”, Journal of Bridge Engineering, 2018. 

2020 土木学会構造工学委員会構造工学でのＡＩ活用に関する研究小委員会

AI・データサイエンス奨励賞，“Displacement estimation of nonlinear SDOF 
system under seismic excitation using Kalman filter for state-parameter 
estimation” Intelligence, Informatics and Infrastructure, 1(1), 2020. 

2019 文部科学大臣表彰科学技術賞（開発部門），スマートフォンを利用した高

精度路面評価技術の開発 
2010 土木学会論文奨励賞，スマートセンサを用いた多点構造振動計測のための

ミドルウェア開発，土木学会論文集 A,2009． 
2007 米国土木学会 Raymond C. Reese Research 賞，“Structural Identification of a 

Nonproportionally Damped System and Its Application to a Full-Scale 
Suspension Bridge”, Journal of Structural Engineering, 2005 



2003 土木学会田中賞論文部門, 常時微動計測に基づく非比例減衰系の構造同定

と長大吊橋への適用例, 土木学会論文集 2002. 
 
 
職歴 
 
2022-現在 東京大学大学院工学系研究科 教授 
2014-2022 東京大学大学院工学系研究科 准教授 
2009-2014 東京大学大学院工学系研究科 講師 
2007-2009 東京大学大学院工学系研究科 助教 
2006-2007 東京大学大学院工学系研究科 助手 
2002-2005 リサーチアシスタント，イリノイ大学アーバナシャンペーン校 
2002 リサーチアシスタント, 東京大学 
 
教育活動  
講義 基盤技術設計論 I,II（学部） 
 構造物の計画と設計（学部） 
 構造動力学（学部）    
 基礎プロジェクト III（学部） 
 応用プロジェクト IV(学部) 
 シビルエンジニアの活躍する世界（学部大学院共通） 
  
委員会・社会活動 
 国土交通省 インフラメンテナンス国民会議関東地方フォーラム フォー

ラムリーダー 2023 年－2025 年 
 文部科学省 科学技術・学術政策研究所委託「科学技術と社会との関係性

を踏まえた中長期的に振興すべき研究テーマの抽出」に係る「都市・建

築・土木・交通分科会」委員 2023 年－2024 年 
 JSPS FICT10「10 年後の多様なサービスを柔軟に構築できる ICT プラッ

トフォームと産官学協同の在り方」に関する先導的研究開発委員会」委

員 2012 年－2015 年 
 土木学会「地震工学委員会 マルチハザードに対するライフライン施設の

減災・保全対策に関する研究小委員会」委員 2023 年－2027 年 
 土木学会「鋼構造委員会」委員 2021 年－2025 年 
 土木学会「構造工学委員会 構造工学論文集編集小委員会」幹事 2021

年－2024 年 
 土木学会「構造工学委員会 構造工学論文集編集小委員会」幹事長 2022

年－2023 年 
 土木学会「社会支援部門 インフラメンテナンス総合委員会 知の体系化

小委員会」委員 WG 主査 2021 年－2023 年 
 土木学会「社会支援部門 インフラメンテナンス総合委員会 知の体系化

小委員会」委員幹事長 2024 年－2024 年 



 土木学会「鋼構造委員会 海外交流小委員会」委員 2021 年－2024 年 
 土木学会「田中賞選考委員会」幹事長 2019 年－2024 
 土木学会「地震委員会 ライフライン防災・減災技術の高度化と体系的活

用検討小委員会」委員 2019 年－2021 年 
 土木学会「鋼構造委員会 鋼構造物の状態情報取得のためのイノベーショ

ン技術に関する研究調査小委員会」委員 2019 年－2021 年 
 土木学会「企画委員会」委員 2019 年－2021 年 
 土木学会「全国大会委員会プログラム編成会議 第Ⅰ部門」委員 2018

年 
 土木学会鋼構造委員会「構造工学での AI 活用に関する研究小委員会」 委

員 2018 年－ 
 土木学会「土木学会論文集編集委員会 A1 分冊編集委員会」幹事長 

2017 年 
 土木学会総務部門「全国大会委員会第Ⅰ部門」委員 2017 年－2019 年 
 土木学会「土木学会論文集編集委員会 A1 分冊編集委員会」幹事 2016

年 
 土木学会「全国大会委員会プログラム編成会議平成 29 年度 第Ⅰ部門」  

委員 2016 年－2019 年 
  土木学会鋼構造委員会「鋼橋の性能照査型維持管理とモニタリングに関す

る調査研究小委員会」委員長 2015 年－2019 年 
 土木学会鋼構造委員会 委員 2015 年－ 
 土木学会地震工学委員会「ライフラインに係わる都市減災対策技術の高度

化に関する研究小委員会」幹事 2015 年－2017 年 
 土木学会鋼構造委員会「構造物ヘルスモニタリングにおける意思決定手法

研究小委員会」委員 2014 年－2016 年 
 土木学会鋼構造委員会「鋼橋の大規模修繕・大規模改築に関する調査研究

小委員会」委員 2013 年－2016 年 
 土木学会構造工学委員会「構造工学論文集小委員会 振動・振動制御部

門」委員 2012 年－2013 年 
 土木学会応用力学委員会｢社会基盤センシング技術研究小委員会｣ 2007

年－2009 年 
 土木学会構造工学委員会「センシングと情報社会基盤研究小委員会」 

2008 年－2011 年 
 土木学会構造工学委員会「国際教育プログラム作成小委員会」2008 年－

2011 年 
 一般財団法人関西情報センター「スマートインフラセンサモニタリングデ

ータのメタデータ標準化検討小委員会」アドバイザー 2021 年－2023 年 
 国土交通大学校「道路構造物[基礎]研修 設計と評価のための基礎工学」 

講師 2019 年 
 国際協力機構「インド国インド工科大学ハイデラバード校 日印産学研究

ネットワーク構築支援プロジェクトにかかる調査団」団員 2019 年  



 ソナス株式会社 技術アドバイザー 2019 年－ 
 株式会社サイバー創研 アドバイザリ－ボード委員 2019 年－2020 年 
 日本技術士会「技術士第一次試験」委員 2019 年－ 
 Wireless City Planning 株式会社「高密度に展開された端末の多数同時接続

通信を可能とする第５世代移動通信システムの技術的条件等に関する調査

検討会」構成員 2018 年－2019 年 
 NPO 法人橋守支援センター静岡 理事長 2017 年－ 
 ANCRiSST The 13th International Workshop on Advanced Smart Materials and 

Smart Structures Technology，Chair  2017 年 
 Committee on Data Informatics of the Asia-Pacific Network of Centers for 

Research in Smart Structures Technology (ANCRiSST) 
 IABSE 奈良会議 「学術委員会」幹事 2015 年 
 中日本高速道路「斜張橋等の維持管理に関する検討会」委員 2015 年－ 
 沿岸技術研究センター「東京ゲートブリッジ技術検討委員会」  委員 

2016 年－2023 年 
 日本道路協会「性能評価・診断支承 WG」委員、「性能評価・診断支承

WG 伸縮装置 SWG」委員、「品質保証支承・伸縮装置・ダンバーWG」

委員、「品質保証支承・伸縮装置・ダンバーWG 伸縮装置 SWG」委員 

2023 年－2024 年 
 日本道路協会「鋼橋小委員会 鋼橋設計 WG」幹事 2015 年－2020 年 
 計測自動制御学会「スマートセンシングステム部会」 委員 2012 年－

2013 年 
 第 5 回世界構造制御モニタリング国際会議組織員会委員，実行委員会委員

2010 年 
 首都高速道路技術センター「首都高速道路の橋梁に関する調査研究委員

会 」委員 2019 年－2024 年 
 高速道路総合技術研究所「橋梁の健全性に関する検討会」委員 2012 年

－2014 年 
 首都高速道路技術センター「首都高速道路の橋梁に関する調査研究小委員

会 」委員 2012 年－2018 年 
 鋼橋技術研究会「センシング技術を用いた構造評価に関する研究部会」部

会長 2015 年－2018 年 
  鋼橋技術研究会「最新センシング技術の適用に関する研究部会」部会長 

2009 年－2013 年 
  日本鋼構造協会「鋼橋の構造性能と耐久性能研究委員会(Ⅱ期）構造性能

研究部会」 委員 2023 年－2025 年 
 日本鋼構造協会「鋼橋の構造性能と耐久性能研究委員会構造性能研究部

会」 委員 2020 年－2023 年 
 日本鋼構造協会「鋼橋の強靭化・長命化研究委員会Ⅱ期合理化設計研究部

会」委員 2018 年－ 
 日本鋼構造協会「鋼構造物のモニタリング研究小委員会」委員 2017 年－ 



 日本鋼構造協会「ＰＳＳＣ2019 対応特別委員会」幹事 2017 年－ 
 日本鋼構造協会「鋼橋の強靭化・長寿命化研究委員会 合理化設計研究部

会」委員 2015 年－2018 年 
 日本鋼構造協会 「年次論文委員会」委員 2013 年－2016 年 
  
   
学科業務 
  学生担当     2015 年－2016 年 
 日本語教室補佐     2006－2008 年、2017 年 
 留学生サービス    2006 年－2014 年、2017 年 
 同窓会幹事･事務局    2008 年－2010 年 
 専攻 HP,計算機，ネットワーク担当  2006 年－2015 年 
 
HP: 
    https://scholar.google.com/citations?user=g3FtWkIAAAAJ&hl=ja 

https://www.researchgate.net/profile/Tomonori_Nagayama 
https://www.scopus.com/authid/detail.uri?authorId=16402555500 

 
公開講演動画等： 
 https://youtu.be/rFpyPOEXWmg 
 https://youtu.be/8HpNuK7a4Rw 
 https://youtu.be/8JswgBaFLn0 
 https://youtu.be/09E7-P3KC2o 
 
研究業績 
 
 学位論文 
 

長山智則: Structural Health Monitoring Using Smart Sensors, イリノイ大学

土木環境工学科博士論文 http://hdl.handle.net/2142/3521, 
 
 査読付学術雑誌 

 
Waqas, HA ., Su, D,. Nagayama ,T.： Identification of sliding plate bridge 
bearing malfunction and its effects on bridge structure under service conditions, 
Journal of Civil Structural Health Monitoring, 1-15,2024. 
https://link.springer.com/article/10.1007/s13349-024-00764-2 
 
Kitahara,M., Kakiuchi,Y., Yang,Y., Nagayama ,T.：Adaptive Bayesian filter 
with data-driven sparse state space model for seismic response estimation, 
Mechanical Systems and Signal Processing 208, 111048,2024. 
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0888327023009561 
 



増田 大地, 北原 優, 薛 凱, 長山 智則, 蘇 迪：ハーフカーモデルによ

る軌道形状推定と車両重量差を考慮した浮きまくらぎ検出, 土木学会論文

集, 80 (15), 23-15012,2024. 
https://doi.org/10.2208/jscejj.23-15012 
 
Jirasek, R., Schauer, T., Su, D,. Nagayama ,T.：Experimental linear parameter-
varying model identification of an elastic kinetic roof structure, A Bleicher 
Engineering Structures 297, 116986,2023. 
https://doi.org/10.1016/j.engstruct.2023.116986 
 
Kawakatsu,., Aihara,., Takasu, A., Nagayama, T., Adachi, J. ： Data-Driven 
Bridge Weigh-In-Motion, IEEE Sensors Journal, Data-Driven Bridge Weigh-in-
Motion | IEEE Journals & Magazine | IEEE Xplore,2023. 
 https://ieeexplore.ieee.org/abstract/document/10149192 
 
Wang, H., Nagayama, T., Kawakatsu, T., Takasu A.：A data-driven approach for 
Bridge Weigh-In-Motion from impact acceleration responses at bridge joints, 
Structural Control and Health Monitoring, 2023. 
https://doi.org/10.1155/2023/2287978 
 
加藤宗， 久積和正， 冨永知徳， 楊曜華， 長山智則：局部振動モードによ

る鋼部材板厚推定におけるデータ拡張に基づく機械学習モデルの精度向上, 
土木学会論文集 79 (11), 23-00112,2023. 
https://doi.org/10.2208/jscejj.23-00112 
 
Chen, J., Xue, K., Nagayama, T.： Vehicle trajectory estimation in GPS-blocked 
environments using inertial measurement units, estimated drive speed, and 
bidirectional Kalman filters, 構造物の安全性および信頼性：構造物の安全

性・信頼性に関する国内シンポジウム(JCOSSAR)論文集第 10 回構造物の

安全性・信頼性に関する国内シンポジウム,pp.23-30,2023. 
https://doi.org/10.60316/jcossar.10.0_23 
 
小川大智， 楊曜華， 長山智則， 加藤宗， 久積和正， 冨永知徳：局部振

動モードに基づくベルトコンベア支持構造物部材の耐荷力推定，構造工学

論文集 A，69，pp 345-355, 2023. 
https://doi.org/10.11532/structcivil.69A.345 
 
石原佳奈， 楊曜華， 長山智則， 中村俊敬， 蘇迪: 加速度応答計測と非線

形履歴特性モデルに基づく変位応答推定，構造工学論文集 A，68，pp275-
288, 2022. 
 
中村俊敬， 蘇迪， 長山智則: 材料特性と養生条件を考慮した橋脚の地震

応答不確定性の数値的検討，構造工学論文集 A，68，pp192-201, 2022. 
 



Wang, H., Nagayama, T.: Response spectrum model of vehicle dynamic load for 
the prediction of bridge vibration level due to single vehicle-passage, Engineering 
Structures, 260, 2022. https://doi.org/10.1016/j.engstruct.2022.114180 
 
Yang, Y., Nagayama, T., Xue, K., Su, D.: Displacement Estimation of a 
Nonlinear SDOF System under Seismic Excitation Using an Adaptive Kalman 
Filter. ASCE-ASME Journal of Risk and Uncertainty in Engineering Systems, Part 
A: Civil Engineering, 8(1), 04021084.  
https://doi.org/10.1061/AJRUA6.0001213 
 
GEDA, J., XUE, K., NAGAYAMA, T., ZHAO, B., NAKA, M .：Estimation of 
pavement crack ratio by top-view transformation of in-vehicle smartphone camera 
and deep learning-based classification, Artificial Intelligence and Data Science 3 
(3), pp.26-39,2022. 
https://doi.org/10.11532/jsceiii.3.3_26 
 
DANG, J., NAGAYAMA, T. ：  Preface on Intelligence, Informatics and 
Infrastructure special issue of EVACES 2021, AI・データサイエンス論文集 3 
(2), pp.1-1,2022. 
https://doi.org/10.11532/jsceiii.3.2_1 
 
Wang, H, Nagayama, T, Su, D.: Static and dynamic vehicle load identification 
with lane detection from measured bridge acceleration and inclination responses. 
Struct Control Health Monit. 2021; 28( 11):e2823.  
https://doi.org/10.1002/stc.2823 
 
Bao Y, Li J, Nagayama T, Xu Y, Spencer BF, Li H.: The 1st International Project 
Competition for Structural Health Monitoring (IPC-SHM, 2020): A summary and 
benchmark problem. Structural Health Monitoring. April 2021. 
doi:10.1177/14759217211006485 
 
Thiyagarajan, JS., Su, D., Tanaka, H., Zhao, B., Nagayama T.: Response based 
track profile estimation using observable train models with numerical and 
experimental validations, Smart Structures and Systems 27 (2), 267, 2021. 
 
Yang, Y., Nagayama, T.: Structural system identification under seismic excitation 
via Markov chain Monte Carlo method. AI・データサイエンス論文集, 2(2), 
34–45. https://doi.org/10.11532/jsceiii.2.2_34, 2021 
 
Yang, Y.,  Nagayama, T., Xue, K.: Structure system estimation under seismic 
excitation with an adaptive extended Kalman filter, Journal of Sound and 
Vibration, 2020, doi: https://doi.org/10.1016/j.jsv.2020.115690 
 
Yamaguchi, T., Mizutani, T., Nagayama, T. : Mapping subsurface utility pipes by 
3-D convolutional neural network and Kirchhoff migration using GPR images, 



IEEE Transactions on Geoscience and Remote Sensing, doi: 
10.1109/TGRS.2020.3030079 
 
久野 元, 蘇 迪, 長山 智則: LSTM とモンテカルロドロップアウトに基づく

浮きまくらぎ検知手法の数値的検討, AI・データサイエンス論文集, 1(J1), 
pp.536-544, 2020,  
https://doi.org/10.11532/jsceiii.1.J1_536,  
 
Yang, Y., NAGAYAMA, T., SU, D.,: Displacement estimation of nonlinear 
SDOF system under seismic excitation using Kalman filter for state-parameter 
estimation, Intelligence, Informatics and Infrastructure, 1(1) pp.1-10, 2020, 
https://doi.org/10.11532/jsceiii.1.1_1,  
 
Xue, K., Nagayama, T., Zhao, B.: Road profile estimation and half-car model 
identification through the automated processing of smartphone data, Mech. Syst. 
Signal Process. 142, 2020. https://doi.org/10.1016/j.ymssp.2020.106722 
 
飯田 芳久, 長山 智則, 薛 凱, 蘇 迪, 水谷 司：鉄道橋交通振動を対象とした

アクティブ制振の数値的検討，構造工学論文集 66A，pp.376-387，2020．
https://www.jstage.jst.go.jp/article/structcivil/66A/0/66A_376/_article/-char/ja/ 
 
加藤 宗, 長山 智則, 王 浩祺, 蘇 迪, 西尾 真由子：一般道の連続鋼箱桁橋に

おける無線加速度計を利用した簡易 BWIM, 土木学会論文集 A1（構造・

地震工学）,76 (2) , pp. 356-375, 2020. 
 
Wang, H., Nagayama, T., and Su, D.: Estimation of dynamic tire force by 
measurement of vehicle body responses with numerical and experimental 
validation, Mechanical Systems and Signal Processing, 123, pp.369-385. 2019. 
https://doi.org/10.1016/j.ymssp.2019.01.017 
 
Rana, S., Nagayama, T., Hisazumi, K., Tominaga, T.: Damage identification of a 
belt conveyor support structure based on cross‐sectional vibration characteristics. 
Structural Control and Health Monitoring, 2019. e2349. 
https://doi.org/10.1002/stc.2349 
 
山口 貴浩， 長山 智則， 蘇 迪：カルマンフィルタを用いた自転車走行時

の振動応答による簡易かつ高精度な舗装の路面プロファイル推定，土木学

会論文集 E1(舗装工学）, 75 (1), pp. 17-26, 2019． 
 
長山 智則，趙 博宇， 薛 凱：走行時の車体振動を利用したハーフカーモデ

ルの同定と路面縦断形状の推定，土木学会論文集 E1(舗装工学）, 75 (1), 
pp. 1-16, 2019． 
 



Wang, H., Chen, J., Nagayama, T.: Parameter identification of spring-mass-
damper model for bouncing people, Journal of Sound and Vibration, pp.13-29, 
2019. https://doi.org/10.1016/j.jsv.2019.05.034 
 
Zhao, B., Nagayama, T., Xue, K.: Road profile estimation, and its numerical and 
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主な研究トピック 
 

 
車両応答等を利用して効率的に路面や軌道の状態を把握するための研究: 
我が国だけでも総延長 120 万キロに及ぶ道路は生活・経済を支える重要イ

ンフラである．自動車走行により繰り返し荷重をうける舗装は損傷が生じ

やすく，車両走行性の低下や周辺環境の劣化に繋がるだけでなく，交通事

故の原因となったり自動車燃費の悪化をもたらしたりする．路面の状態を

把握した上で戦略的に道路インフラを維持管理していくことが求められる

が，膨大な道路インフラの状態を現実的な費用と手間で把握する術がない． 
 そこで，自動車の鉛直加速度，角速度を計測し，車両モデルを逆解析す

ることで，路面プロファイルを正確に推定し，路面性状を評価する手法を

開発している．スマートフォン等の簡易な計測システムに，サンプリング

理論に基づいたリサンプリングを実装し，車両挙動を正確に計測する．車

両の重量・ばね特性の違いや走行速度の違いを補正して，これを逆解析す

ることで路面プロファイルを推定する．従来型のプロファイラと比較して

格段に効率的にプロファイル推定が可能である．多数の営業車両を活用し

た社会実装を進めている．さらに近年はドライブレコーダ等の画像を機械

学習処理を利用して解析することでポットホール，ひび割れ，轍ぼれ等を

判別する仕組みを構築し，路面の状態を多用な尺度で評価することに取り

組んでいる．  
 さらに，現在の路面性状の把握に加えて，将来の劣化リスクを評価する

ことも重要である．そこで，高頻度に計測された路面性状の経時的変化の

分析やそれに基づく将来予測，自動車荷重の評価の研究進めている．簡易



で安価な仕組みを利用しつつも，定量的に精度をもって評価できることか

らこそ実現する，経時変化の分析やそれに基づく将来予測は，我々のグル

ープの研究の大きな特色である． 
 自動車に比べて環境負荷の小さい自転車の利用が増えているが，自転車

道の延長が近年延びつつある．路面性状調査車等による走行は難しいため，

自転車に設置したスマートフォンにより自転車道の状態を評価する研究も

進めている． 
 鉄道の軌道評価にも同様のアプローチにより取り組んでいる．列車の動

揺を逆解析による軌道状態の推定，軌道を撮影した画像解析による軌道変

状の評価，マルチボディシミュレーションによる逆解析アルゴリズムの構

築など鉄道関連の事業者とも協力しながら進めている． 
https://www.drims.online 
https://doi.org/10.2208/jscejpe.75.1 
https://doi.org/10.1016/j.ymssp.2020.106722 

 https://www.youtube.com/watch?v=8HpNuK7a4Rw 
 https://www.youtube.com/watch?v=8JswgBaFLn0 

https://www.youtube.com/watch?v=09E7-P3KC2o 
 
 
産業インフラの効率的な診断のための研究:我が国の経済を支える製鉄所

には鉄鉱石・石炭等を運搬するベルトコンベアが張り巡らされ，その総延

長は 1 製鉄所だけでも数 10 ㎞におよぶ．設置からの時間経過とともに，

ベルトコンベア支持構造物の腐食劣化が進み，製鉄所の稼働に影響する落

下事故も生じている．点検・診断に基づく維持管理が必要であるが，ベル

トコンベア稼働中に簡単に近接ができないことや，高所に設置されるベル

トコンベアが多いこと，構造部材表面に固着した堆積物により表面状態を

直接確認できないことから，点検・診断が難しい．そこで，遠隔からレー

ザードップラー速度計で振動計測し，特定の振動モードを同定することで

腐食損傷の有無やその程度を評価する研究に取り組んでいる．音響により

遠隔から非接触加振して分析したり，稼働状態のベルトコンベア振動を分

析したり，それらをシミュレーションしたりすることにより，実構造物に

適用可能な診断方法を研究開発している． 
 損傷に敏感な特定の局部振動に着目して劣化診断をする技術を，ベル

トコンベア支持構造物の他にも，橋梁等に適用する研究を行い，効率的な

インフラ構造物の維持管理を目指している． 
https://doi.org/10.11532/structcivil.64A.354 
https://doi.org/10.1002/stc.2349 
 
地震後の迅速な構造状態把握のための研究:地震後の状況把握は，その後

の迅速で効果的な復旧に向けて重要である．構造物被害の概況を把握する

ためには緊急点検がなされるが，対象構造物の数が多く，時間を要する．

また限られた時間で限られた設備・機材で評価するため限界がある．簡易



に設置可能な加速度計を代表的な構造物に設置し，地震時の挙動を把握し，

逆解析することで，構造物の変形量，変位，剛性，履歴特性等を評価し，

地震後に迅速にかつ客観的に構造状態を把握するための研究をしている．

無線センサネットワークにより地震応答観測網が容易に構築できるように

なったことから，データ同化理論や機械学習を利用してシミュレーション

モデルと多様な観測量を体系的に融合することで，地震後の迅速な構造物

評価の概念を具現化しようとしている． 
https://doi.org/10.1061/AJRUA6.0001213 
 
道路網の活荷重を明らかにするための研究：過積載車の走行は，鋼桁や

床版などに生じる疲労や舗装劣化の主な原因となっているものの，我が国

ではその走行実態の把握が進んでいない．舗装にセンサを埋め込んで走行

車両の重量を推定する Weigh-In-Motion(WIM)により過積載車両を補足す

ることはできるものの，センサ設置のために交通規制が必要なことやその

設置と維持に多額の費用を要することから導入は一部にとどまる．橋梁の

歪応答を計測することで車両重量，軸重，軸距などを検知する Bridge 
Weigh-In-Motion(BWIM)は交通規制なく導入できるものの，設置と維持の

手間・費用は少なくない．導入が進むには至っていない．そこで，無線セ

ンサネットワークを橋梁に設置することで簡易に BWIM を実現する研究

をしている．外部電源の用意や配線が不要な新たな仕組みの BWIM によ

り，必要に応じて道路網上の主要箇所で臨機応変に活荷重を評価すること

を目指している．構造力学や構造動力学の知見に加えて，データ同化理論

や機械学習を援用して独自の BWIM あるおリズムを開発している．さら

に外部電源に頼らない画像撮影も組み合わせた高度化も目指している． 
https://doi.org/10.2208/jscejseee.76.2_356 
 
無線センサを利用して臨機応変に構造物の状態や挙動を把握するための

研究: 新材料や新工法の構造物を建設する場合や，既設構造物が設計・施

工当初の想定とは異なる状態・挙動となり維持管理上の問題が生じた場合

には，設計時の事前想定や数値シミュレーションのみに基づいた対応には

自ずから限界があり，モニタリングに基づいて状態や挙動を把握すること

が重要である．しかし既往のモニタリング技術では費用・手間がかかるこ

とからモニタリングの実装は極めて限定的である．そこで，無線通信，同

期計測，電池駆動といった特色をもつ無線センサは，社会基盤構造物の挙

動の把握を容易に実現する可能性があると期待されている． 
しかし，従来の無線センサは通信距離が極めて短い，同期計測ができな

い，電池駆動時間が極めて短い，計測精度が低い，といった問題から，構

造物の挙動把握を容易に実現するものとは程遠かった．そこで，これらの

問題を解消するための研究開発を進めてきた．現在までに，地震計に匹敵

する計測性能，マイクロ秒オーダーの同期性能，ロバストなマルチホップ

通信，数ヶ月から数年におよぶ電池駆動連続計測・記録，といった特色を

持つ新たな無線センサノードを東京大学森川研究室と共同で研究開発して



きた．これまで熊本地震余震における鋼箱桁橋の応答観測，斜張橋のケー

ブル振動調査，簡易 Bridge Weigh-In-Motion などに利用されてきている．

多点計測を容易に実現するものである．シミュレーションと多量データを

統合的に扱うデータ同化手法とあわせて，構造物に対する作用外力，構造

物のシステム特性，振動やたわみ等の出力特性を詳細に把握して，設計や

維持管理へフィードバックすることを目指すものである． 
https://doi.org/10.2208/jsceja.65.523 
DOI: 10.14923/transcomj.2017ASI0002 
http://hdl.handle.net/2142/3521 
 

学生へのメッセージ 
 

社会的関心と学術的関心の双方を満たしやすいのが社会基盤学科・専攻

の特徴と思います．高度な数理的知見を学びつづける一方で，様々な社会

的課題に敏感にアンテナを張り巡らせ問題設定をし，両者を結び付けるこ

とで科学的に社会問題の解決策を提案し，実現できます．私は，構造力

学・動力学・システム理論，最適化，データ同化，無線通信といった分野

を学び，インフラの安全・安心，維持管理などの課題の解決を考えていま

す． 
学術的に面白く競争力のある研究は目指していますが，社会に密接に関

わる社会基盤学の分野では学術成果を実現できること，社会実装できるこ

と，社会に普及させて社会を変えることも大切です．シミュレーションに

は適用できるけれども，実験データには適用できない，実計測データには

適用できない技術も数多くあります．原理的には可能だけれども費用・手

間から社会実装されない技術も多くあります．実証実験はなされるけれど

も実務展開されない技術も多くあります．学生の皆さんと一緒に，社会的

課題の解決への道のりを吟味し続けながら，世界トップレベルの学術的研

究を進めていきたいと考えています． 
卒業生の進路は様々です．国内外でインフラ関係の就職をする卒業生が

多いですが，商社，エンジニアリング会社，国際機関等，様々な就職事例

があります．世界の研究機関で活躍する卒業生もいます．先端的な学術研

究に基づいて，社会を変えよう，世界一を目指そう，とベンチャー企業を

立ち上げる例も出てきています．志の高い学生の皆さんに加わってもらう

ことを楽しみにしています． 
 
研究紹介スライド１長山・蘇 

 http://www.bridge.t.u-tokyo.ac.jp/nagayama/NagayamaSu.pdf 
研究紹介スライド２長山  
 http://www.bridge.t.u-tokyo.ac.jp/nagayama/Nagayama2022.pdf 


